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l^^^B?"H 革

熊本市は明治22年の市制施行と同時に上水道設置の要望が高まり、明治43年から水源地の調査などに着手し、

大正13年11月27日には八景水谷を水源地に、立田山を配水池として坪井、新屋敷などの旧市街地に給水を開始し

た。 (総事業費約212万円)

その後、市周辺市町村との合併が進むとともに水道も拡充されたが、第2次世界大戦による施設の荒廃と戦後

の市域人口の増加が排水能力の不足を招いたため、水源の確保や普及率の向上を主な目的とした第1次から第4

次までの拡張事業を推進し、平成7年度からは普及率100%を目標とする第5次拡張事業を平成21年度までの15

ケ年計画で取り組んでいるところである。

近年においては、平成元年3月に管理センターを完成させ、 「情報処理・遠隔監視制御システム」により熊本

地区全ての水道施設の一元的管理が可能となり、水の効率的運用が図られることになった。

また、市民の水-の関心が高まる中、平成2年10月には、市制100周年並びに水道創設65周年の記念事業Lと

て、上水道発祥の地である八景水谷に、水道や地下水についての学習の場として、 「熊本市水の科学館」をオー

プンさせた。

さらに、平成3年2月の旧飽託四町との合併に伴い、 4水道事業と1簡易水道事業を引き継ぎ、事業の一本化

や維持管理体制の強化などの諸事業に取り組み、全市城を網羅する広域水道システムの構築を目指している。

なお、平成4年4月には、水の有効利用及び経営の効率化を図るために、 (財)熊本市水道サービス公社を設

立し、給水装置の診断や宅地内漏水調査等の市民-のサービスを開始したところである。

加えて、地域に密着したサービス拠点施設として平成6年10月には西部水道センター、平成8年5月には北部

水道センターをオープンさせている。

また、地震等の災害に強い水道を構築するために、平成10年度には健軍水源地や改寄配水池を整備するなど、

主要な水源地・配水場の耐震化に取り組んでいるほか、災害時の給水拠点としては、他局との連携のもと、主要

な公園等の地下に耐震性貯水槽の設置工事を実施しており、将来に向けて安全で安定した水の供給に努めている。

さらに、平成12年度から、基準に適合する10階程度の建物においては、直結増庄式給水を導入しており、おい

しい水を供給することにしている。

水道事業は、施設の拡張から~維持管理の時代-と変化する中で、近年は、人口増加の鈍化や市民の節水意識の

高揚などにより、水需要の伸びは低迷しており、経営環境はますます厳しさを増す状況にある。

このような中、平成10年度から財政の健全化、事業の効率化、組織の活性化、市民に開かれた事業運営の実現

に向けて、経営改善実施計画を5ケ年計画で取り組んでおり、水道創設76年を迎えた本市は、現在推進中の第五

次拡張事業の見直しを図るなど、二十一世紀を展望した水道行政の構築を進めることにしている。

拡張事業の推移

事 業 名 事 業 期 間
基 本 計 画

給水 人 口(人 ) 一 日最大給水 量 (m 3) 一人一日最大給水量(盟)

第 1 次拡 張事 業 昭和 21年 11月 ～昭和3 1年 11月 20 0 ,00 0 60 ,0 00 3 00

第 2 次 // 昭和 33年 1 月 ～昭和4 0年 3 月 350 ,00 0 10 3 ,000 2 94

第 3 次 /, 昭和 4 1年 4 月 ～昭和 56年 3 月 46 1,00 0 28 3 ,000 6 14

第 4 次 ;/ 昭和 55年 4 月 ～平 成 8 年 3 月 SQQ f 2 98 ,000 4 97

第 5 次 // 平 成 7 年 4 月～平 成21年 3 月 74 9 ,0 00 3 68 ,00 0 4 9 1
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第5次拡張事業の概要

第5次拡張事業は、平成7年度を初年度とし、目標年度(平成21年度)における計画給水人口749,000人、

計画一日最大給水量368,000m3/日に対処するため、基幹施設等を整備するものである。

なお、本事業の基本方針は次のとおりである。

(∋　給水普及率100%を目標とした給水区域の拡張

(多　施設及び主要幹線の耐震強化

③　災害時等の給水を確保するための給水拠点の確保

④　直結給水の3階建の建築物までの拡大

(9　新規地下水源の開発

(り　適正な水圧・水量管理のための維持管理体制の効率化

2　事　業　概　要

(1)給水普及状況

区#

年度

行 政 区 域 内 給 水 .区 壊 内 現 在 給 水 普 及 率

B / A人口 (A ) 世 帯 数 人 口 世 帯 数 人 . 口(B ) 件 数

7
人 世帯 人 世帯 人 件 %

648,524 245,643 648,524 245,643 626,920 247,753 3.7

8 65 1,605 249,660 651,605 249,660 630,654 253,375 96.8

9 654,613 254,214 654,613 254 ,214 634,333 263,204 96.9

10 657,850 258,380 657,850 258,380 638,049 266,806 97.0

ll 659 ,942 260,778 659,942 260,778 640,748 272,968 97.1

(2)配　水　量

区分
総 配 水 量

1 日 最 大 1 日 最 小 1 日 平 均 1 人 1 日 1 人 1 日

年 度 配 水 .量 配 水 量 配 水 量 最大 配水 量 平均 配水量

7
3 3 3 3 盟 lm =1 ‖ー m .

8 8 ,2 8 0 ,86 4 27 8 ,15 6 18 9 ,4 3 7 24 1 ,2 0 5 4 44 3 85

8 8 9 ,4 9 2 ,7 5 1 28 1 ,4 7 5 1 80 ,19 4 2 45 ,18 6 4 46 3 89

9 8 9 ,3 5 3 ,8 13 27 9 ,3 5 0 1 8 1,9 17 2 44 ,8 0 5 4 40 3 86

1 0 8 8 ,72 0 ,78 9 27 6 ,4 9 2 1 86 ,77 5 2 43 ,0 7 1 4 33 3 8 1

l l 8 7 ,8 12 ,9 03 28 5 ,0 0 4 1 8 1,4 73 2 39 ,9 26 4 45 3 74

(3)有収水量と無効水量

志 こ
総 有 収 水 量

1 日平 均

有 収 水 量

有 収

辛
無 収 水 量

無 収

辛
総 有 効 水 量

1 日平 均

有 効 水 量

有 効

率
無 効 水 量

無 効

率

7
3 3 % 3 % 3 3 % 3 %一日 m =ー m Ht ‖1

76 ,7 26 ,78 1 2 10 ,2 10 8 6 .9 2 ,1 51 ,20 8 2 .4 7 8 ,8 7 7 ,9 8 9 2 16 ,104 3.4 9 ,4 02 ,87 5 1 0 .7

8 77 ,9 76 ,81 9 2 13 ,6 35 8 7 .1 2 ,24 3 ,22 3 2 .5 8 0 ,22 0 ,0 4 2 2 19 ,7 8 1 8 9 .6 9 ,2 72 ,70 9 1 0 .4

9 78 ,1 53 ,17 0 2 14 ,118 8 7 .4 2 ,26 9 ,5 12 2 .5 8 0 ,4 2 2 ,6 8 2 2 20 ,3 36 9 0 .0 8 ,9 3 1 ,13 1 1 0 .0

1 0 78 ,3 10 ,13 1 2 14 ,54 8 , 3.3 2 ,33 2 ,55 1 2 .6 8 0 ,64 2 ,6 8 2 2 20 ,9 3 9 9 0 .9 8 ,0 78 ,10 7 9 .1

l l 77 ,2 97 ,36 9 2 11 ,1 95 8 8 .0 2 ,2 58 ,57 6 2 .6 7 9 ,55 5 ,9 4 5 2 17 ,3 66 9 0 .6 8 ,2 56 ,95 8 9 .4
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(4)水道管延長

区 分

年 度
導 水 管 延 長 送 水 管 延 長 配 水 管 延 長

7 38 ,4 80 m 5 3 ,14 0 m 2 ,36 3 ,214 m

8 38 ,4 93 5 1 ,2 6 1 2 ,44 4 ,4 4 1

.9 38 ,4 93 5 1 ,2 6 1 2 ,48 9 ,606

10 38 ,8 67 50 ,6 8 5 2 ,54 4 ,784

ll 38 ,8 67 50 ,8 9 9 2 ,54 2 ,699

(5)口径・用途別給水量及び収入状況
(平成11年度)

区 分

口径 .用 途 別

有 収 水 量 構 成 比 収 入 構 成 此

股

用

mm 3m % 円 %

13 43 ,1 66 ,525 55 .8 6 ,4 6 9 ,8 65 ,42 0 4 6 .4

20 12 ,9 37 ,578 16 .7 2 ,16 5 ,556 ,78 4 15 .5

2 5 5 ,8 02 ,920 7 .5 1,17 6 ,599 ,23 5 8 .5

40 5 ,2 37 ,4 66 6 .8 1,33 6 ,30 1 ,60 6 9 .6

5 0 3 ,9 38 ,96 1 5 .1 1,0 12 ,29 1 ,74 5 7 .3

7 5 3 ,7 28 ,01 2 4 .8 1,02 8 ,588 ,55 7 7 .4

10 0 2 ,0 84 ,95 7 2 .7 60 2 ,889 ,42 4 4 .3

15 0 2 27 ,72 2 0 .3 7 3 ,379 ,09 8 0 .5

浴 場 営 業 用 58 ,90 5 0 .1 3 ,3 62 ,44 0 0 .0

共 用 1,25 0 0 .0 9 1 ,39 2 0 .0

時 用 1 13 ,07 3 0 .2 6 2 ,538 ,74 8 0 .5

計 7 7 ,2 9 7,36 9 100 .0 13 ,93 1 ,4 64 ,44 9 1 00 .0

(6)漏水防止対策

ア　漏水調査

区 分

蝣fp- m

配水 管路延 長 漏 水 防 止 推 定 防止量 調 査 費 用 修 理 費 用 合 計

7
km 件 ㌦ / 日 千 円 千 .円 千 円

89 0 88 6 4 ,11 0 84 ,5 63 78 ,77 6 16 3 ,3 3 9

8 1,0 18 83 1 5 ,24 9 5 7 ,2 68 75 ,6 18 13 2 ,8 8 6

9 99 6 1 ,13 9 8 ,02 7 6 0 ,84 7 97 ,1 13 15 7 ,9 6 0

10 1,00 1 8 12 4 ,8 2 7 7 5 ,9 09 8 1,10 6 1 57 ,0 15

l l 1,1 19 1 ,06 7 5 ,13 8 9 5 ,0 25 8 2 ,8 7 1 1 78 ,14 7
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3　科全及び加入金

(1)水道料金
平成9年3月28日公布
平成9年4月1日施行

区分

口径

.用途別

基 本 料 金

( 1 月につ き)

従 量 料 金 I n封こつ き)

第 一 段 第 二 段 第 三 段 第 四 段

般

用

13 10m 3以下 1,050円 llm3以上

20 m3以下

135円

21m 3以上

30m 3以下

160円

31m 3以上

40m 3以下

185円

41m 3以上

22OI1

20 1 10m 3以下 1,390

25 10m 3以下 1,840

40 3,850
1 m 3以上

50m 3以下

220 1'

51m 3以上

100m 3以下

2-101'

101m 3以上

500m 3以下

2601'J

501nf以上

290円

50 8,350

75 14,850

100 25,600

150 55,000

浴 場 営 業 用 150m 3以下5,200円 151m3以上 1 1前 こつき5.5円

共 用 給 水 装 置
1戸 につ き6m 3以下

(基本水量) 400円
基本水量 をこえる水量 1 m3につき65円

時 用 1 I融こつき525円

私 設 消 火 せ ん
口径50m m 未満20分以内 1 個 1 回につ き300円
口径50m m 以上20分以内 1個 1 回につ き600円

連合専用給水装置 1 戸につき一般用の料金 を適用

(注)料金は、上記料金表の基本料金と従量料金との合計額に、 100分の105を乗じて得た額
(1円未満の端数は、切り捨て)とする

(2)共同住宅の料金

「共同住宅」とは、受水槽を設けて給水を受ける集合住宅

をいう。

共同住宅で、各戸に局で定めたメーターが取付られている

場合は、各戸毎のメーター口径に応じた「一般用」の料金を

通用する。

共同住宅で、各戸にメーターが取付られていない場合は、

上表の「一般用口径20mm」の料金を通用する。 (ただし各

戸均等使用とみなす。)
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平成9年3月28日公布

(3)加入金　平成9年4月1日施行

メータ†口径 基 準 額

mm 円

13 60 ,000

20 120 ,000

25 180 ,000

40 600,000

50 1,200,000

75 3,000,000

100 6,000,000

150 12,000,000

(注)加入金は上記の基準額に100
分の105を乗じて得た額とす
る

増径工事の場合は現在の口径
と新口径の差額に、 100分の
105を乗じて得た額とする



(4)料金収納状況

区 分

年 度

調 定 額 収 納 額 収 納 率

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 . 金 額

7
件 円 件 円 ー0 %

2 ,73 2 ,9 89 13 ,72 3 ,4 57 ,4 52 2 ,72 8 ,09 1 13 ,6 97 ,17 5 ,0 38 qq s o 9 9 .8 1

8 2 ,76 4 ,71 7 13 ,92 3 ,736 ,0 56 2 ,75 9 ,91 8 13 ,9 00 ,36 8 ,3 59 9 9 .8 3 9 9 .8 3

9 2 ,9 27 ,183 14 ,65 5 ,062 ,6 72 2 ,9 21 ,72 8 14 ,6 34 ,19 1 ,6 54 9 9 .8 1 99 .8 6

10 O Q CQ Q 1Qtt.O UO .O lO 14 ,1 75 ,98 5 ,2 65 2 ,8 57 ,5 14 14 ,153 ,86 0 ,7 5 9 9 9 .78 99 .8 4

l l 2 ,8 83 ,234 13 ,9 31 ,4 64 ,4 49 2 ,4 85 ,49 0 12 ,115 ,96 8 ,6 6 3 8 6 .20 86 .97

(荏)平成11年度の収納額は、平成12年3月31日現在であり、東地区2月検針調定分は、 3月と4月に
西地区3月検針調定分は、 4月と5月に収納される

4　経　営　状　況

(1 )収益的収支の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　円)

年度

事項
7 8 9 10 l l

総 収 益 14 ,0 4 0,79 9 ,212 14 ,5 13 ,2 13 ,2 3 1 14 ,99 5 ,65 7 ,2 14 14 ,3 58 ,6 75 ,1 15 14 ,130 ,78 7,5 74

料 金 収 入 13 ,3 1 6,4 12 ,26 7 13 ,50 4 ,06 7 ,3 44 14 ,0 11 ,85 7 ,9 10 13 ,5 0 6 ,5 49 ,8 10 13 ,2 68 ,0 6 1 ,3 19

その他収 入 7 24 ,38 6 ,94 5 1 ,00 9 ,14 5 ,8 8 7 46 1 ,63 1 ,6 8 1 8 5 2 ,1 25 ,3 05 8 62 ,72 6 ,2 55

総 費 用 12 ,3 8 6 ,9 23 ,31 9 12 ,98 6 ,53 4 ,79 5 13 ,2 00 ,66 8 ,4 75 13 ,3 8 3 ,4 24 ,0 8 1 12 ,780 ,34 6 ,17 6

職員給与 費 3 ,0 2 7 ,6 16 ,51 6 3 ,0 53 ,1 55 ,06 7 3 ,0 87 ,94 0 ,144 3 ,1 17 ,10 1 ,5 14 3 ,099 ,97 5 ,2 0 9

電 力 費 7 2 2 ,3 53 ,13 8 7 1 1 ,9 91 ,4 0 9 7 13 ,93 4 ,4 79 66 0 ,4 94 ,3 94 634 ,22 1 ,9 7 9

物 件 費 16 3 ,4 37 ,33 4 18 9 ,74 9 ,02 8 199 ,25 1 ,8 88 20 4 ,3 48 ,5 7 0 169 ,34 6 ,4 0 9

減価償却 費 2 ,7 0 5 ,1 72 ,73 7 2 ,9 2 7 ,9 13 ,53 4 2 ,9 67 ,88 0 ,9 84 3 ,49 6 ,2 6 1 ,8 9 9 3 ,4 32 ,92 8 ,5 6 4

支 払 利 息 3 ,16 3 ,6 84 ,06 9 3 ,10 9 ,0 94 ,49 0 3 ,0 60 ,89 7 ,6 6 1 3 ,0 11 ,13 5 ,3 6 1 2 ,79 7,93 9 ,0 0 3

そ の 他 2 ,6 0 4 ,6 59 ,52 5 2 ,9 94 ,6 3 1,26 7 3 ,170 ,76 3 ,3 19 2 ,89 4 ,0 8 2 ,3 4 3 2 ,64 5 ,93 5 ,0 12

単 年 度 損 益 . 1,6 5 3 ,8 75 ,89 3 1 ,52 6 ,6 78 ,43 6 1 ,794 ,98 8 ,73 9 9 75 ,25 1 ,0 3 4 1,35 0 ,44 1 ,39 8

(注)消費税相当分を除いて算出

(2)資本的収支の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　円)
年度

事項
7 8 9 10 ll

資 本 的 収 入 2,597,529,391 3,533,738 ,757 4,006,943,552 5,729,759,776 2,456,112 ,019

企 業 債 1,625,000,000 2 ,173,804 ,000 2,910,360,000 4 ,747,000 ,000 1,719,000 ,000

そ の 他 収 入 972,529,391 1,359,934 ,757 1,096,583,552 982,759 ,776 737,112,019

資 本 的 支 出 6,350,248,685 7,415,068,723 9 ,324,507,132 ll,711,320 ,811 7,465,854 ,969

建 設 改 良 費 4 ,775,495,211 5,699,894 ,614 7,477,737,776 7,878 ,971 ,355 5,462,682,765

企業 債 償 還 金 1,574,753,474 1,715,174,109 1,846,700,997 3,832,349 ,456 2,003,172,204

国庫補助金返還金 - 68,359 -

資本的収支不足額 . 3,752,719,294 3,88 1,329,966 5,317,563,580 5,981,561,035 5,009,742,950

(荏)消費税相当分を除いて算出
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(3)供給単価及び給水原価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　円/nf)

年度

事項
2 3 4 5 6 7 8 9 . 10 ll

供 給ノ単 価 125.39 124.47 175.38 174.46 174 .20 173.56 173 .18 179 .29 172.48 171.65

給 水 原 価 144.28 149.07 155.19 158.82 156.17 157.92 159 .40 162.17 164.84 160.66

損 益 △ 18.89 △24.60 ノ20.19 15.64 18.03 15.64 13 .78 17.12 7.64 10.99

(荏)消費税相当分を除いて算出

5　職員数及び給与

( 1 )職種別職員数等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平12. 4. 1現在)

職種別

区 分
特 別 職 事 務 職 技 術 職 全 体

男 1 159 188 347

女 0 29 1 30

計 1 188 189 377

年 齢 58歳9 月 38歳 1 月 42歳.6 月 40歳3 月

勤続年数 1年 0 月 16年 1 月 20年 7 月 18年3 月

(荏)全体欄は特別職を除く

(2)職種別11人月平均給与額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平12. 4月分)

職種別

事 項
特 別 職 事 務 職 技 術 職 全 体

基 本 給 (円) 744,000 337,040 390,498 362,703

特 殊 勤 務 手 当 (円) 0 10,745 10,727 10,736

超 過 勤 務 手 当 (円) 0 12,530 17,466 15,005

そ の 他 の 手 当 (円) 6,400 19,915 19,412 19,663

合 計 (円) 750 ,400 380,230 438,103 408,107

(荏)全体欄は特別職を除く
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6　施

(1)水道施設

三′L

i又

(平12. 4. 1現在)

名 称 竣 工 年 次 施 設 能 力

施 設 内 容

井 戸 漢

fc

ポ ン プ

浅 fE 取 水 5 fc 配 水

水

,1?:

也

2 4

-h
所

Illl Id * 本 . -Z *
lニー

一L、
ロ - 、ロ

ノ＼ . 景 水 谷 大 1 4 . 3 2 0 ,5 0 0 2 2 2 6

健 軍 昭 2 5 ▼ 1 2 8 0 ,7 0 0 l l 4 3 6

本 木 2 7 . l l 1 3 ,5 0 0 1 新 地 3 4 3

亀 井 3 0 . 3 6 ,8 0 0 1 3 4 3

川 尻 3 6 . 9 1 0 ,3 0 0 2 2 4

城 山 3 8 . 3 4 ,9 0 0 4 4 3

m + h i 4 4 . 3 3 4 ,5 0 0 9 9 4

託 ノ株 4 5 . 1 1 移 管 l l ,6 0 0 5 5 3

沼 Ll . 津 4 6 . 2 5 4 ,5 0 0 1 0 1 0 4

山 会 5 0 ー 3 4 ,5 0 0 2 2 3

i也 上 5 1 . 3 6 ,1 0 0 3 3 3

庄 口 5 8 ー 3 4 7 ,7 0 0 8 8

秋 田 平 2 . 3 3 0 ,0 0 0 6 6 4

ft 昭 4 4 . 3 2 ,6 7 2 3 3 2

改 寄 4 7 . 2 4 ,5 0 0 2 2 3

貢 4 8 ー 2 3 ,1 0 0 2 2 1

鶴 羽 田 5 7 . 8 1 ,5 0 0 1 1 4

飛 田 5 9 . 3 9 8 6 1 1 2

川 床 3 1 ( 1 ,0 4 4 ) 1

芳 野 3 8 3 1 0 1

、 白 一兵 4 2 2 6 4 1 1

船 津 4 5 (2 5 0 1 1

J霊 屋 4 5 ( 1 7 9 ) 1 1

追 分 蝣s 1 ,4 0 0 1 1

逮

求

場

戸 島 昭 6 0 . 6 2 ,0 0 0 ポ ン プ 40 0 irf / 時 5 台

酉己

蝣K

7也

3 6

カ

所

立 田 山 大 1 4 . 3 2 2 ,5 0 0 R C 遣 り 4 池

徳 王 昭 3 S 3 1 0 ,5 0 0 サ ォ蝣 3

城 山 3 8 ▼ 3 2 ,6 3 0 P C ノシ R C 造 り 2

石 倉 山 4 7 . 3 1 5 ,0 0 0 R C サ 3

to * " 4 9 . 5 2 4 ,0 0 0 P C '- 2

・i U ill 5 1 . 1 5 ,0 0 0 K C 1

沼 ill ;辛 5 5 . 6 1 8 ,0 0 0 P C

」、 Ill III 5 6 . 3 3 ,5 0 0 R C

川 尻 5 7 . 4 4 ,0 0 0 P C * 1

秋 田 5 8 . 5 4 0 ,0 0 0 サ サ 2

高 遠 原 平 3 . 3 l l ,0 0 0 R C ォ 1

酉 梶 尾 4 ー 5 1 ,5 0 0 P C ォ 1

改 寄 ll 4 2 ,5 0 0 ;/ ;/ l

飛 田 昭 5 4 一 3 1 ,5 7 0 1

鶴 l 羽 田 平 元 . 5 1 ,0 5 0 // // i

和 泉 3 ▼ 1 1 ,5 6 0 ;y /, 1

飽 田 昭 5 3 . 3 7 2 0 R C " 1

天 明 6 0 . 1 1 ,3 0 0 P C サ 1

葛 山 . 2 7 2 9 0 R C サ 1

塩 屋 2 7 9 0 〟 // 1

尾 跡 一
第 1 2 7 4 0 ', 1

第 2 3 8 2 0 〃 〃 1

白 浜 2 $ 1 0 0 /, // 1

野 山 3 8 9 2 // ;/ 1

南 .逮 4 0 4 0 // // l

川 床 4 1 1 0 0 1

船 津 4 5 2 6 6 ', 1

大 将 陣
第 1 4 5 Ifl ', ', 1

第 2 4 7 6 1 // ;y 1

横 山 4 8 5 5 ,/ ;/ 1

黒 . 石 蝣1 3 2 5 // ;/ i

考訣 5 3 1 4 4 ク ク 1

ノ 岳 s o 4 3 1

^ ? ・ r盲 S i. 1 2 8 1

東 門 寺 5 6 4 5 ;I /, 1

T - ill ^P I O . 3 S lW * * 1

力口

症

酉己

蝣k

-K

ン

プ

施

設

2 1

カ

所

島 崎 % 1 昭 5 0 一 3 2 0 0 ポ ン プ lO O irf / 時 2 台

* 2 平 5 . 6 6 0 0 ク 2 0 2

長 迫 昭 5 0 . 3 4 0 0 10 8 2

上 松 尾
第 1 平 1 0 . 3 1 5 0 〃 4 2 6 3

ォSV 2 1 0 . 3 5 0 0 〃 3 9 3

谷 尾 崎 昭 4 4 . 3 2 3 〃 1 3 .2 2

つ つ じ ヶ 丘 ・1 1 1 0 6 4 サ 2 1 1

本 妙 寺
ォ 1 5 0 . 3 2 0 0 7 5 2

<55 2 5 0 3 5 0 2 5 2

梅 洞 5 0 . 3 9 2 .4 2

柿 原 5 4 ー 9 6 5 0 十 6 0 2

蝣蝣! 蝣 5 5 3 4 8 // 4 ▼5 2

徳 王 5 6 . 3 - 6 0 3

花 岡 山 5 6 . 3 3 0 * . 1 5 2

石 倉 山 5 8 . 4 2 6 5 3 0 3

龍 田 Efl 地 5 7 1 7 0 .5 ナ 5 -1 2

尾 跡
第 1 平 6 4 0

-一・ 13 2
第 2 昭 3 8 2 0

大 将 陣 4 7 6 1 '- 10 2

野 出 + 6 9 2

南 越 昭 4 0 4 0

大 多 尾 辛 l o 12 8 a l:

東 門 寺 昭 5 6 蝣1 5

ノ 岳 T 7 4 3 〃 0 .7 5 2

石 下 . 昭 4 5 4 9 5 2

(.注)水源地の(　)は予備井扱い
施設能力欄中　　　水i原地-公称取水能力　送水場・配水池-容量　加圧配水ポンプ施設=・配水池容畳を示す
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(2)局　　　舎

所　在　地　　水前寺6丁目2番45号

敷地面積　　8,825m2

(本館)

建物面積　　延3,480m2

着　　　工　　昭和37年12月28日

竣　　　工　　昭和38年12月20日

構　　　造　　鉄筋コンクリート、地下1階

地上3階、塔屋1階

総　工　費　190,621千円

(別館)

延3,359m2

昭和56年4月28日

昭和57年5月12日

鉄筋コンクリート、

地下1階、地上3階

626,667千円

(3)管理センター

所　在　地　　水前寺6丁目2番45号(局舎別館3階)

竣　　　工　　昭和58年7月

日　　　的　　健軍水源地をはじめとする市内全域の送配水施設の情報処理及び遠隔監視制御をコンピュー

タによる集中的な一元管理によって、水の安定供給と水道施設の経済的運用を図る。

設備概要　　ア　情報処理設備

中央処理装置

入出力タイプライター

磁気テープ装置

CRTディスプレイ装置

カラーハエドコピー装置

2式

2台

4台

3台

2台

イ　遠隔監視制御設備

水源地系遠隔監視制御装置(親局・子局) 13式

加圧ポンプ所系　/,

路上局系　　　　　〃

グラフィックパネル

バックアップ操作卓

ウ　気象観測設備

工　自家用発電設備及び無停電電源設備

15式

36式

1式

1式

オ　自動通報装置(飽田、天明、河内10箇所、北部5箇所、

龍田団地加圧ポンプ所、北部水道センター、西部水道センター)　1式

(4)水質検査室

所　在　地　　水前寺6丁目2番45号(局舎別館1階)

竣　　　　工　　昭和57年5月
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水質分析機器　　ガスクロマトグラフ質量分析計

ガスクロマトグラフ

原子吸光分光光度計

分光光度計

イオンクロマトグラフ

高速液体クロマトグラフ

高周波プラズマ発光分析装置　′

水銀分析計

年度別水質検査検体数

3台

1台

2台

3台

1台

2台

2台

1台

年度

区分
7 8 9 1 0 ll .

原 水 2 56 25 1 2 5 2 2 47 2 4 7

浄 水 2 64 26 4 2 64 2 56 25 3

絡 水 栓 水 420 42 0 4 28 4 23 4 2 3

依 頼水 . 苦情水 52 24 2 3 5 ・2 3 29 - 53 24 - 5 4

河 川 水 13 6 6 1 2 12

洗 管 水 100 92 2 5 2 4 3 9 28 1

合 計 1 ,105 1 ,2 75 1 ,26 6 1,4 5 7 1,29 4

(注)平成7年度から苦情水、依頼水の中から、新たに洗管水を区分した

(5)水の科学館

日　的

本市上水道は、阿蘇西麓に滴養された豊富で清例な地下水を水源として、大正13年11月に八景水谷水源地

からの通水以来、今日まで絶えることなく供給し続けてきたが、豊富な地下水も限りがある。

近年、地下水の質・量-の市民の関心が高まるなか、更に上水道や地下水に対する市民の理解を深め、水

の有効利用や節水への再認識を図りながら、 21世紀を担う児童生徒の学習の場としても活用し、地下水の保

全あるいは自然環境保護に努め全国に誇れる水道水を次世代に継承する。

施設帆・si

所　在　地　　八景水谷1丁目11番1号(八景水谷公園内)

建築面積　　約2,415m2

延床面積　　約1,245m

構　　　造　　鉄筋コンクリート造・平屋

着　　　工　　平成2年1月

竣　　　工　　平成2年9月

開　　　館　　平成2年10月27日

総　工　費　　約560,000千円

施設内容　　レクチャーホール、常設展示室、図書・AVコーナー等

展　示　物　　給水のしくみ、水需要の状況、水の遊具等
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利用状況

(6)水道センター

区分
毎度 入館者数 (大人) 入館者奴 (小人) 合 計

7 46 ,721 人 54,087 人 100,808 人

8 37 ,454 42,618 80 ,072

9 36 ,13 1 40,599 76 ,730

10 30 ,366 36,664 67,030

ll 17,026 21,787 38,813

西部水道センター 北部水道センター

所 在 地 池上町901番地 1 下硯川町1646番地

建 築 面 積 635.49 m 2 1,095.60 m 2

延 床 面 積 823.43 m 2 1,050.60m

着 r 工 平成 6 年 3 月 7 日 平成 7 年 9 月 1 日

竣 工 平成 6 年 10月 5 日 平成 8 年 3 月15日

株 造 鉄筋コンクリー ト (一部鉄骨造) 2 階建 鉄筋 コ.シクリー ト (一部鉄骨造) 平屋

総 工 費 269,642千円 297,567千円

(7)水道サービス公社

名　　　称

事務所の
Fサf　在　地

設立年月日

目　　　的

事　　　業

基本財産

予　　　算

(平成12年度)

財団法人　熊本市水道サービス公社

水前寺6丁目2番45号　水道局別館1階

平成4年4月1日

公社は、熊本市における水の有効利用の促進と安定給水の確保のため、必要な事業を行うこ

とにより水道事業の振興を図り、もって市民の福祉向上に寄与することを目的とする。

o給水装置診断業務

o宅地内漏水調査修繕業務

o水道に関する知識の普及啓発業務

o水道事業等に関する業務の受託事業

検針業務　　塩素測定業務

水道施設内環境整備事業　　「熊本市水の科学館」の管理業務

資材倉庫の管理業務　　量水器の取替・開閉栓等業務　　文書配布業務

oその他公社の目的を達成するために必要な事業

30,000千円

収入　389,524千円

支出　389,524千円
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